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ヒ・タウト(Hedwich Taut 1879-1961) であり，二人の間の娘がエリザベート




































































と訳されているのは Dolchblätter つまり刀身のことである13）。 
『日本文化私観』：「あるいはバッハのある種の作品，たとえば「快調のピアノ」




『日本 タウトの日記 1933年』：「5月2日 (火) 天草丸／午前，日本海へ出る，東

































第２章  タウトとその時代 































憎悪を打ち砕く(軒蛇腹 丸屋根前方)  
鉄筋コンクリートがなければ 

















































































































































































































































第５節  アール・デコ展(現代装飾美術産業美術国際博覧会 ) 





































































































































タウトにとどまるものではない。ミース・ファン・デア・ローエ(Mies van der Rohe 
1886-1969)のリール邸(Haus Riehl 1907)62），さらにはスコットランドの建築家チ
ャールズ・レニー・マッキントッシュ(Charles Rennie Mackintosh 1868-1928)の











































じているが，その際にはザイトリッツの『日本浮世絵史』(Woldemar von Seidlitz 
駿河台大学論叢 第49号(2014) 
―88― 




















さらに1934年4月22日の日記にはモース(Edward Sylvester Morse 1838-1925)の



















































































































































































































































































































































えたことになる。シュパイデルは「日本におけるブルーノ・タウト (Bruno Taut in 
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   第 4 面には「可憐な小松のうしろには中正の池景と一条の水路」という訳文が
載っている。タウトが禅に関する書物を読み，その影響下で書いているのであろ
うが「中正の池景」という訳で理解可能なのであろうか。原文は「Hinter der 
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タウトの原文を提供して下さったシュパイデル博士，貴重な資料をご提供戴いた
NTT ファシリティーズの吉岡康浩氏，そして公開されていなかった色紙をお見せ戴
いた宮大工佐々木嘉平氏のご家族の方々とりわけ佐々木健氏にこの場を借りてお礼
申し上げます。 
